
２

消
費
者
庁
長
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
処
分
に
関
し
て
消
費
者
庁
が
作
成
し
た
書
類

の
一
部
に
不
提
供
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
不
提
供
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
を
容
易

に
区
分
し
て
除
く
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
当
該
請
求
を
し
た
特
定
適
格
消
費
者
団
体
に
対
し
、
当
該
部
分
を

除
い
た
部
分
に
つ
き
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る
処
分
に
関
し
て
消
費
者
庁
が
作
成
し
た
書
類
に
第
一
項
第
一
号
の

情
報
（
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

情
報
の
う
ち
、
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
記
述
等
の

部
分
を
除
く
こ
と
に
よ
り
、
公
に
し
て
も
、
個
人
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
当
該
部
分
を
除
い
た
部
分
は
、
同
号
の
情
報
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用

す
る
。

４

消
費
者
庁
長
官
は
、
第
一
項
の
書
類
の
提
供
に
際
し
て
は
、
提
供
さ
れ
た
書
類
を
公
に
し
な
い
こ
と
並
び
に

当
該
書
類
の
適
正
な
利
用
及
び
管
理
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
消
費
者
庁
長
官
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
た
特
定
適
格
消
費
者
団
体
に

対
し
、
不
提
供
情
報
（
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
情
報
の
う
ち
、
消
費
者
庁
長
官
が
消
費
者

被
害
の
防
止
及
び
そ
の
回
復
を
図
る
た
め
に
提
供
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
限
る
。）を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
費
者
庁
長
官
は
、
前
各
項
の
書
類
の
提
供
に
際
し
て
は
、
利
用
目
的
の
制

限
及
び
提
供
さ
れ
た
書
類
の
活
用
の
結
果
の
報
告
そ
の
他
の
必
要
な
条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
情
報
の
提
供
の
請
求
）

（
情
報
の
提
供
の
請
求
）

第
二
十
六
条

法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
適
格
消
費
者
団
体

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
特
定
適
格
消
費
者
団
体
が
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）か
ら
次
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
。第
八
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。）

を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
又
は
地
方
公
共
団
体
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条

法
第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
適
格
消
費
者
団
体

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
特
定
適
格
消
費
者
団
体
が
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）か
ら
次
条
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
情
報
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
。第
八
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。）

を
記
載
し
た
申
請
書
を
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
又
は
地
方
公
共
団
体
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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上
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同
上
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６

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
又
は
地
方
公
共
団
体
は
、
第
一
項
の
申
請
に
係
る
情
報
が
、
法
第
九
十
二
条
第
二
項
又

は
前
項
の
規
定
に
よ
り
付
そ
う
と
す
る
制
限
又
は
条
件
に
違
反
し
て
使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
当
該
情
報
を
提
供
し
な
い
も
の
と
す
る
。

６

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
又
は
地
方
公
共
団
体
は
、
第
一
項
の
申
請
に
係
る
情
報
が
、
法
第
九
十
一
条
第
二
項
又

は
前
項
の
規
定
に
よ
り
付
そ
う
と
す
る
制
限
又
は
条
件
に
違
反
し
て
使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
当
該
情
報
を
提
供
し
な
い
も
の
と
す
る
。

７

﹇
略
﹈

７

﹇
同
上
﹈

８

特
定
適
格
消
費
者
団
体
が
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
（
当
該
送
信
を

受
け
た
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
に
限
る
。）に
よ
り
、
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
を
希
望
す
る
旨
及
び
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
し
た
と
き
は
、
同
項
の
申
請
書
が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な

す
。

８

特
定
適
格
消
費
者
団
体
が
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
（
当
該
送
信
を

受
け
た
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
に
限
る
。）に
よ
り
、
法
第
九
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
を
希
望
す
る
旨
及
び
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
し
た
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み

な
す
。

９
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上
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